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第８期 第７回「中央区自立支援協議会」議事要旨 

 

１ 日 時 令和８年２月９日（月） 午後６時３０分から午後７時４５分まで 

 

２ 会 場 中央区役所本庁舎 ８階 大会議室 

 

３ 議 事 

（１）障害者（児）等を対象とした「中央区の福祉施策の充実に関する調査」の調査結果

について 

（資料１－１，２）障害者（児）等を対象とした「中央区の福祉施策の充実に関する

調査」の結果について 

（２）各部会からの報告について 

（資料２－１～４）『第８期中央区自立支援協議会』 各部会報告書 

 

４ 出席者 

委 員 １４名 

是枝会長、田野委員、戸所委員、草川委員、室田委員、東委員、植田委員、佐藤委員、田村委員、

丸物委員、井上委員、大久保委員、河合委員、北澤委員 

事務局 １０名 

木曽福祉センター所長(子ども発達支援センター所長兼務)、橋本障害者福祉係長、龍相談支援

係長、相崎給付指導係長、栗原管理係長、山口支援係長、小山発達支援係長、田久保障害者福

祉係主任、相川障害者福祉係主任、森田発達支援係主任 

 

５ 要旨 

(1) 中央区障害者（児）実態調査について 

≪橋本障害者福祉係長より説明≫ 

資料１－１ 障害者（児）等を対象とした「中央区の福祉施策の充実に関する調査」クロス

集計結果 

・現在の世帯状況と、今後の暮らしの希望についての回答の分析結果 

・将来の不安と、将来希望する生活を送るために必要なことについての回答の分析結果 

・日常的な介助者の年齢と、「共同生活援助（グループホーム）をいつから利用したいですか」

という設問について、利用したい時期を回答した方の分析結果 

・就労している方について、仕事の内容と「就労先で何かしらの配慮がされているか」とい

う設問に対する回答の分析結果 

・お子さんの放課後等の居場所と、サービス利用での困り事に関する回答の分析結果 

・医療的ケア児について、「日常的に必要としている医療的ケア」と「主たる養育者の健康状

態」についての回答の分析結果 

・医療的ケアの種別と、「主たる養育者自身の困りごとや不安に思っていること」についての
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回答の分析結果 

 

資料１－２ 障害者（児）等を対象とした「中央区の福祉施策の充実に関する調査」記述式

回答欄の結果 

・必要であると感じるサービス、中央区（行政）への意見･要望について 

・障害のあるお子さんに、今どのようなことをしたいかなど、文章や絵で自由に回答いただ

いた結果について 

・事業所調査における「中央区に参入するに当たって感じた課題や懸念事項」、「事業を運営

することが困難と感じる障害福祉サービス」などの回答について 

 

【質疑・意見等】 

●資料１－２において、お子さんが回答した意見や絵は、報告書にすべて載せるのか。

個人情報等に配慮して対応していただきたい。 

→（橋本障害者福祉係長）すべて掲載する予定になっている。 

 

(2) 部会からの報告について 

≪田村部会長より説明≫ 

資料２－１ 『第８期中央区自立支援協議会』 障害者（児）サービス部会報告書 

・今年度は３回開催し、障害福祉サービスと介護保険サービスの連携について、事例検討や

意見交換を重ね、Ｑ＆Ａを作成した。次回以降は、障害児や発達の課題がある子どもにつ

いて検討課題として取り扱うため、課題を抽出していきたい。 

 

≪田野部会長より説明≫ 

資料２－２ 『第８期中央区自立支援協議会』 地域移行・地域定着部会報告書 

・今年度は３回開催し、入院患者の支援事例に関するディスカッションや、地域移行支援に

ついて拠点コーディネーターの役割等に関するディスカッションを行い、課題や解決方法

を検討した。 

 

≪丸物部会長より説明≫ 

資料２－３ 『第８期中央区自立支援協議会』 就労支援部会報告書 

・今年度は６回開催し、本の森ちゅうおうにおける障害者雇用セミナー「働く・雇用する・

支える２０２５」の実施、アラジンドットコムの開催など、障害者就労の現場の話を伝え、

障害者がより定着して働けるよう支援する取り組みを行った。 

 

≪草川部会長より説明≫ 

資料２－４ 『第８期中央区自立支援協議会』 医療的ケア児等支援連携部会報告書 

・年数を重ねるごとに医療的ケア児の把握や関係機関の連携が進んでいる。今年度は２回開

催し、医療的ケア児に関する講演会を実施したほか、地域のグループホームの医療連携体

制の構築について、リヴェール月島の運営法人を招いてディスカッションを行った。 
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【質疑・意見等】 

●意見なし 

 

(3) その他 

（橋本障害者福祉係長より説明） 

・拠点コーディネーターの役割の１つ、専門的人材の確保・養成として、「見えにくい困難と、

つながりにくい支援」をテーマに研修会を実施予定。参加希望の場合は各自お申し込みいた

だくようお願いする。 

（木曽福祉センター所長(子ども発達支援センター所長兼務)より説明） 

・意見がある場合は意見票の提出をお願いする。 

・次回の第８期第８回は令和８年６月中旬を予定している。 

 

以上 


